
 
 

７ 管理運営の方向性 

公園の適切な管理運営により、久屋大通の再生を契機としたまちの魅力の向上を図ります。 

８ 久屋大通とまちの連携の方向性 

久屋大通とまちの魅力の維持・向上のためには、以下に例示する取組みを実施するなど、民間事業

者や地域関係者等が主体的に関わる地域連携の取り組みなどが重要となります。  

・公園の日常利用を促進するため、来訪者が居心地よく過ごせ

る場づくりを目指します。 

・飲食・物販サービスやレクリエーション利用に関するサービ

スなど、多様なニーズに応じた公園サービスを提供します。 

・子どもたちが日常的に訪れたくなる公園として、ソフト面で

も様々な遊び・学び・体験を提供できるよう努めます。 

（南池袋公園／東京都） 

民間活力の導入などによる日常的なにぎわいづくり 

・久屋大通沿道の建物は、リニューアルや建替え等を機に、主

に低層階を公園側に開かれた設えとすることで、沿道や周辺

地区と一体感のある空間形成を図っている。 

・センサ等を用いて人の流れを把握し、混雑状況の発信による

快適性の向上や公園の利用状況に応じた沿道の利活用を図る

ことで、商業地の活性化に取り組んでいる。 

・都心部の自動車交通機能が整理され、路上駐車の抑制や歩行

者空間の拡大等にあわせ、緑の拡充や休憩施設の設置などの

沿道の利活用により、地域の価値向上に取り組んでいる。 （丸の内仲通り／東京都） 

・ユニバーサルデザインの観点から公園の使われ方をチェック

し、設備更新や運営方法の改善に反映します。 

・巡回パトロールやマナー向上のための案内看板の設置など、

利用者の日常的な安心・安全に配慮した管理運営に努めます。 

・災害時には、緊急避難してきた人々を受け入れる広域避難場

所として公園のオープンスペースを活用するとともに、帰宅

困難者の退避行動を受け入れる公園施設の活用を図ります。 

・公園が被災した際に、すみやかに安全確認を実施し、早期に

復旧できるよう、迅速に対応できる管理運営に努めます。 

安心・安全な公共空間の形成 

誰もが居心地よく過ごせる公園の維持管理 

・公園の清掃、植栽管理、安全点検などを適切に実施し、誰も

が快適に利用できる公園の維持管理に努めます。 

・草花の植え付けや夜間のライトアップなど、誰もが居心地よ

く過ごせる空間づくりを目指します。 

・市民や地域の皆様の声を聞きながら、ゾーンの特徴等を踏ま

えて、公園の利用ルールやイベントの開催基準を整理します。 

・公園を楽しむ人々が様々な活動を企画でき、管理運営に主体

的に関われるボランタリーな仕組みづくりを検討します。 
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・地域関係者等が連携して、イベント開催や清掃活動、防災・

防犯活動の実施、多様な表現活動の促進に取り組むことで、

にぎわいや憩いの空間が創出されている。 

・沿道事業者等は、公園や沿道を積極的に活用し、CSR 活動（社

会貢献）や寄付・協賛金等による久屋大通の魅力向上に取り

組んでいる。 

・インターネットの拡散力や文化・芸術の発信力を活用するこ

とで、国内外からの関心を高め、公園ユーザーやまちづくり

の担い手を獲得し、持続的な魅力向上を図っている。 
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地域連携の促進による久屋大通の魅力向上 

久屋大通の空間活用を起点としたまちの魅力向上 

データを活用した公園と沿道のまちの連携促進 

・公園の利用や管理に係るデータのデジタル化・オープンデー

タ化や、エビデンスに基づく公園管理手法を取り入れること

で、高質な維持管理を実現している。 

・公園におけるデータの利活用により得られた知見をエリアマ

ネジメントに応用するなど、都市の問題に対し機敏かつ柔軟

に対応する機動的なまちづくりを推進している。 

・公園で得られるデータだけでなく、まちのデータも併せて活

用することで、公園の魅力向上が地域の価値向上や商業地の

活性化へ波及し、空間の利活用が好循環している。 出典：スマートシティサービスの連携ユース
ケース（国土交通省）の図を基に作成 

（Hisaya-odori Park／名古屋市） 

災害発生時を想定した訓練のイメージ 
（名古屋シェイクアウト／名古屋市） 

出典：地域まちづくりのみちしるべ 
（名古屋市） 
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